
 

 

 

 

 

 

「学びの原動力を耕す～どの子にも笑顔と自信を～」 

美瑛小学校長  堀内 隆功  
 

４月６日(木)には着任式及び始業式、そして翌７日(金)には入学式が 

行われ、初々しい１年生２４名を迎え、全校児童２２１名で令和５年度 

がスタートしました。 

 始業式は、実に４年振りに体育館で一堂に会して行いました。リモート 

とは違った臨場感、その場の空気感を新鮮な気持ちで味わうことができました。 

子供たちの不安と期待の入り混じった表情の中にも新たな決意や目標を抱いている姿に

私たち教職員も身の引き締まる思いを抱きました。新年度のスタートに当たって一人一人

のよさや可能性を伸ばすためにできる限りのサポートをしていきたいと決意を新たにした

ところです。 
 
 標題に「学びの原動力を耕す」と書きました。「原動力」とは？どの子も多様な可能性

をもった存在であり、また、本来人間には好奇心があり成長しようとする存在でもありま

す。この子供観が根底になければ相互の信頼関係は生まれません。寄り添う中での粘り強

さも生まれないでしょう。心は学びのエンジンです。子供の心に火をつけること、それこ

そ原動力と言い換えることができます。子供の成長～身体的発達、情緒的発達、知的発達

や社会性の発達等～は、子供が自らの経験を基にして、周囲の環境に働きかけ、環境との

相互作用を通して育まれていきます。教師をはじめ、友達も、地域の施設や自然も、活躍

している方々も、すべて環境となります。子供は「周囲の環境及び知・徳・体のバランス

が相互に関連しつつ総合的に発達し成長していく」ということです。学校教育ではこのこ

とを踏まえ、「学ぶことで成長している」ことの実感を大事にしながら、どの子にも笑顔

と自信をつけていきたいと考えています。 
 

〈目指す子供像〉（美瑛小学校） 

自ら学ぶ子(やる気) 支え合う子(こん気) たくましい子(げん気) 

○学び方（ 学 習 規 律 、 話 し 方 、 聞 き 方 、 学 習

の 進 め 方 ）を身に付ける子 

○正しい判断で、勇気をもっ

て行動する子 

○自信をもって自分のよさを

表現する子 

○生命を尊重し、自然を愛す

る子 

○みんなと協力し、助け合っ

て生活する子 

○素直（誠実）に行動する子 

 

○いろいろな運動に親しみ、

技能を身に付ける子 

○めあてに向かってがんば

る子 

○明るく希望をもって生活

する子 

〈目指す生徒像〉（美瑛中学校） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性等 

○生きて働く知識・技能を確実

に身に付ける生徒 

○失敗を恐れず果敢に挑むチャ

レンジ精神を持つ生徒 

○他者と目標を共有し、協働し

て解決できる生徒 

 

教育活動を通した子供の変容や成長が、保護者にとって「頼りがいのある学校」に、地

域にとって「親しみのある学校」に、そして教員にとって「働きがいのある学校」に、と

連鎖していくものと考えています。「地域とともにある学校」として、地域に開かれた信

頼される学校であり続けるよう努力していきます。この 1 年間、どうぞよろしくお願いい

たします。 

きみかげそう 
【学校教育目標】 健康で、豊かな心をもち、実践力のある児童の育成 

         「自ら学ぶ子（やる気）支え合う子（こん気）たくましい子（げん気）」 
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【目 指 す 児 童 の 姿】 
 自ら学ぶ子(やる気) 支え合う子(こん気) たくましい子(元気) 

生
き
て
働
く 

    

知
識
・技
能
の
習
得 

 

◎学び方（学習規律、話し方・聞き

方、学習の進め方）を身につける

子 

 

 
◎生命を尊重し、自然を愛する子 

○自分や他者のよさに気づく子 

 

◎いろいろな運動に親しみ、技能を身に

つける子 

○健康や安全に気をつける子 

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等
の
育
成 

 

◎正しい判断で、勇気をもって行

動する子 

○自分の考えを持って粘り強く取

り組む子 

 

◎みんなと協力し、助け合って生活 

する子 

○自分の行動を振り返って考える子 

 

 

◎めあてに向かって粘り強くがんばる 
 子 
〇自分の健康･安全や体力の向上につい

て考える子 
 

学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る 

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等
の
涵
養 

 

◎自信をもって自分のよさを表現

する子 

○学びを工夫する子 
 

 

◎素直（誠実）に行動する子 

○相手の立場を考えて行動する子 

 

 

◎明るく希望をもって生活する子 

○最後までやり遂げる子 
 

【目指す学校像】 

○児童にとって 「学びがいのある学校」に 

 ・一人一人のよさや可能性を伸ばす 

 ・仲間とともに安心して学べる 
○教員にとって 「働きがいのある学校」に 
 ・常に研鑽し、成長する教職員 
 ・チームとして、協働し、解決する教職員 
○保護者にとって 「頼りがいのある学校」に 
 ・子どもの変容を実感できる 
 ・共に協力して取り組める 
○地域にとって 「親しみのある学校」に 
 ・学校との積極的な関わり 

【本校教育の指針】 

・日本国憲法・教育基本法・学校教育法 

・学校教育施行規則・学習指導要領 

・北海道教育推進計画 

 「自立と共生」（６つの「目標」と 30の「施策項目」） 

・上川教育推進の重点 

「安全・安心」「学力向上」 

（「豊かな人間性の育成」「社会で活きる力の育成」「安心・安

全に学ぶことのできる学校・地域づくり」） 

・美瑛町教育振興基本計画・教育行政方針 

「輝く個性と豊かな心で、美瑛の未来をたくましく拓く人を育む」 

～夢を紡ぎ、心豊かに支え合う潤いのある、ふるさと美瑛を 

創りあげていくために～ 

〈児童の実態〉 
・与えられた課題に対して素直に取り組む 
・仲間と協力して取り組むことができる 
・人前で話すことに苦手意識がある 
・「自分の考えを伝わりやすく表現する力」や「自力で 
試行錯誤していこうとする力」に課題 

〈家庭・地域の実態〉 
・校区が広域で、保護者の仕事も多種多様である 
・価値観の多様化と併せ家庭環境も多様である 
・子育てに対する関心は高く、少年団活動や習い事、
塾に通う児童は多い 

〈家庭との連携・協同〉 
〈保護者〉 
・参観日、保護者懇談、家庭訪問、行事参加 
・スキー及び水泳学習への協力 
・保護者アンケートの実施（前・後期） 
〈ＰＴＡ〉 
・保護者間連携の構築 
・運動会、学習発表会等への協力 
・交通安全見守り活動への参加 
・町 P連、上南 P連等への活動参加 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈地域との連携・協働〉 
〈コミュニティ・スクール（学校運営協議会）〉 
・経営方針の承認、学校運営及び教育活動への意見 

・学校運営への支援（地域学校協働活動） 

〈地域の教育資源〉 
・社会見学、校外学習（工場、店舗、公共施設等） 

・「ふるさと学習」等の推進（十勝岳ジオパーク、郷土学館

「美宙」、日本で最も美しい村連合等との連携） 

・「自然体感」「農業体感」「福祉体感」学習等の推進

（大雪青少年交流の家、ＪＡ、福祉関係団体等との連携） 

・図書館（司書）、読み聞かせボランティアとの連携 

・交通安全教室、防犯教室、避難訓練、薬物乱用防止

教室、情報モラル教室、租税教室、人権教室等 

・地域行事への参加・協力（音楽行進等） 
・応募作品（陶芸作品・福祉作文・絵画・ジオパーク作品等）の

取組 

〈校種間の連携・接続〉 
〈保育園・幼稚園〉 
・カリキュラムを意識した接続（指導者間連携） 

・低学年生活科での年長児との交流学習 

・一日入学 

〈小学校〉 
・町教研活動（スポーツ交流会、芸術鑑賞会） 

・ふるさと学習等での合同学習 

〈中学校〉 
・参観日交流、町教研大会への参加 

・町教育推進協議会による中 1ギャップ解消の取組 

・小学校出前授業（乗り入れ授業）の実施 

・特別支援学級の交流学習 

〈特別支援学校〉 
・パートナーティーチャー要請訪問 

学 年 ・ 学 級 経 営 の 充 実 

 

 
【経営方針】 

１ 重点の共有 

①学習指導要領の理念（資質・能力の育成）の具現化に向け

た取組 

②ICT（学習者用端末を含む）の効果的な活用の実践的検証 

③働き方改革における合理的及び組織的な業務の運営 

④新型コロナ感染症対策下での教育活動並びに学びの保障 

２ 児童観の共有 

  ①自主性・主体性の尊重～子供の心に火をつける 

  ②児童と教師の信頼関係の構築～人権感覚をもつ 

  ③キャリア発達を促す～個性と社会性をつなぐ 
３ 指導観の共有 
  ①「主体的・対話的で深い学び」に向けた組織的な授業改善 
  ②「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な学びについ

ての研修推進 

【評価指標】 

１ 学校評価 

・職員評価、児童・保護者アンケート 

・学校関係者評価 

 

２ 全国学力・学習状況調査 
 
３ 標準学力検査 
 
４ 全国体力・運動能力調査 
 
５ 授業アンケート 
 
６ いじめアンケート（年 2回） 
  
７ その他、各種調査等ト 

〈関係機関等との連携〉 
〈教育委員会、行政関係〉 
・施設・設備等、環境及び予算面での支援 
・危機管理対応（関係機関との連携） 
・美瑛町教育推進協議会の推進 
・支援教育（検査・相談、ＳＣ、ＳＳＷの活用等）の推進 
・なかよし児童館（保健福祉課）との連携 
〈町教研、上教研〉 
・町スポーツ交流会、芸術鑑賞会 
・班研修活動 

【家庭に向けた支援】 
◇子供の話への傾聴、努力への称賛、安全への声掛け 
１ 挨拶や交通ルール等社会規範の徹底 
２ 望ましい生活習慣の形成（早寝・早起き・朝ごはん） 
３ 家庭学習や読書への環境設定及び習慣形成 
４ 家庭での学習用端末利用への理解・協力 
５ ゲームのルールづくりと情報モラルへの啓発 

【中期目標】 

「学ぶ力を育てる」 

【年度の重点】 

「学びの原動力を耕す」 

～どの子にも「笑顔」と「自信」を！～ 

【学校教育目標】 

［各教科］ ［特別の教科 道徳］ ［外国語活動］ ［総合的な学習の時間］ ［特別活動］ 

 

【本校の教育課題・推進の重点】 

 

「子どもをより多くの目で見守る体制づくり」 

〇学年団・ブロック団の体制強化 

〇教員の専門性や特長を生かす指導体制 

〇保護者との連携強化 

 

１ 社会で活きる力 

 ①確かな学力の育成・・・学習の基盤「言語能力」、「情

報活用能力」、「問題発見・解決能力」の育成 

 ②支援教育・・・教室のすべての子どもに「わかる、でき

る」を目指した工夫や配慮 

 ③情報教育・・・ＩＣＴの効果的活用、デジタル教科書の活

用、学習者用端末の活用と検証 

 

２ 豊かな人間性 

 ①ふるさと教育・・・探究的な学び、教科横断的

な学びの推進。外部人材の活用や体験的活

動の推進 

 ②人権教育・・・人権感覚の醸成とそれに基づ

く実践力、道徳教育との関連による指導 

 

３ 健やかな体 

 ①体力・運動能力・・・運動の楽しさを体感でき

る授業作りと親しめる環境作り、エキスパー

ト教員による全校的な体力向上の取組推進 

 ②健康教育・・・栄養教諭との連携による食育

指導、養護教諭との連携による保健指導及

び保健学習 

【本校の経営課題・推進の重点】 

 

１ 家庭・地域との連携 

①家庭教育支援・・・生活リズムの定着

及び学習習慣や読書習慣形成に向

けた連携 

②コミュニティ・スクール・・・「育てたい

子どもの姿」の共有と地域の教育力

の活用に関する熟議 

２ 学校段階間の連携・接続 

  ①幼保小の連携・接続・・・「スタートカ

リキュラム」と「アプローチカリキュラ

ム」から「架け橋プログラム」への理

解と推進 

  ②小中の連携・接続、小小の連携・・・

中学校との 出前授業や乗入れ授業

の推進、小学校間の授業交流              
３ 学校安全 
  ①コロナ感染対応・・・感染状況に応じ

た教育活動の共通理解と状況に応じ
つつ学習効果を踏まえた指導 

  ②危機管理・・・「生活安全」「交通安
全」「災害安全」に関する基本マニュ
アルの理解、ふるさと学習（十勝岳等
火山学習）における防災教育の充実  

   アレルギー対応の共通理解と徹底 
４ 働き方改革 
  ①組織マネジメント、業務管理・・・ICT

による校務の効率化、活用できる資
料の整理・蓄積や、会議や行事等の
スケジュール管理の効率化             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 美瑛小学校学校職員 
校  長  堀 内 隆 功  

教  頭  伊 藤 睦 郎  

教  諭  松 村 由 貴 １年１組担任  

教  諭  柿 崎 清 澄 ２年１組担任  

教  諭  田 村   仁 ３年１組担任  

教  諭  鏡   雄 介 ４年１組担任  

教  諭  佐 藤 文 彦 ４年２組担任  

教  諭  増 子 淳 一 ５年１組担任 

教  諭  山 本 帆 南 ５年２組担任  

教  諭  加 藤 周 大 ６年１組担任  

教  諭  渡 邊 拓 真 ステラ学級担任 

教  諭  久 保 真美絵 ステラ学級担任   

教  諭  髙 垣 仁 隆 ステラ学級担任   

教  諭  志 田 沙 和 ステラ学級担任     

教  諭  西 岡 潤 二 ステラ学級担任   

教  諭  貫 田   航 ステラ学級担任 

教  諭  藤 原 彩 加 ステラ学級担任 

教  諭  掛 川 雅 弘 ステラ学級担任  

教  諭  田 口 加奈恵 ステラ学級担任 

              特別支援教育コーディネーター      

教  諭  山 中 芳 子 特別支援教育コーディネーター  

教  諭  幸 坂 裕 徳 教務主任  

教  諭  山 口 有 士 少人数習熟度別指導教員  

教  諭  土 屋 洋 輔 体育エキスパート教員  

教  諭  荒 谷 里 沙 外国語専科教員   

教  諭  伊 山 亜砂子 ことばの教室担当 

              特別支援教育コーディネーター 

教  諭  石 塚 雅 子 ことばの教室担当 

教  諭  池 田 千佳子 ことばの教室担当  

養護教諭  石 田 明 子 保健主事  

栄養教諭  小 田 美 咲 食育担当 

事務職員  森   裕 晶  

教  諭  村 上 智 子 休職（6/20～産前休業） 

教  諭  池 田 奈津子 育児休業 

教  諭  新 妻 葉 月 休職 

栄養教諭  中 田 朝 子 育児休業 

時間講師  中 田 亜希子 （6/20～期限付教諭） 

教育支援員  清 水 友 理  

教育支援員   松 下 澄 代  

教育支援員  三 上 千 佳  

教員業務支援員  結 城 詞 子  

Ａ Ｌ Ｔ  マーティン コラレス ジョシュア シモン  

事 務 生  清 田 英 之  

公 務 補  江 藤   勲  

公 務 補  鈴 木 祐 之  

給食従事員  池 田 理 美  打 田 麻也子  

  村 形 やよい  澤 田 郁 代  

   千 葉 美 香  古 川 博 子  

令和５年度 転入職員 
教  諭  田 口 加奈恵  

【旭川市立東栄小学校より】 

 

教  諭  藤 原 彩 加  

【旭川市立永山西小学校より】 

 

～1年間よろしくお願いいたします。～ 

令和５年度 ＰＴＡ役員 
会  長 二井田   航 

副 会 長 石 澤 智 博 

古 村 卓 也 

山 﨑 あずさ 

監  査 松 村 義 昭 

小 林 祐 気 

事務局長 伊 藤 睦 郎 

書  記 幸 坂 裕 徳 

加 藤 周 大 

会  計 大 畑 裕 矢 

森   裕 晶 

５月の行事予定 
５月 １日（月）避難訓練（地震・火災） 

５月 ８日（月）特別日課５時間 

        運動会検討会議 

５月 ９日（火）特別日課 

        視力検査（1･2･4 年） 

        生徒指導交流会① 

５月１０日（水）～１８日（木） 

        ４時間授業 

        家庭訪問 

       （１８日は 6 年のみ） 

５月１０日（水）視力検査（3･5･6 年） 

５月１１日（木）歯科検診（3･5･6 年） 

５月１５日（月）学納金引落日 

５月１７日（水）朝会 

５月１８日（木）特別日課 

        歯科検診（1･2･4 年） 

        校内企画会議 

５月１９日（金）委員会 

５月２２日（月）運動会特別時間割開始 

        縦割り班開き 

        校外清掃 

５月２３日（火）聴力検査（1･2 年） 

５月２４日（水）聴力検査（3･5 年） 

５月２５日（木）内科検診（1･2･4 年） 

        研修日 

５月２６日（金）クラブ 

５月２９日（月）ＡＬＴ（2 年） 

５月３０日（火）ブロック練習日 

 

 


